


は じ め に 

 

東京では、急速に高齢化が進展しており、団塊の世代が後期高齢者となる平成３７

年（２０２５年）には、高齢者数が３３２万人に達すると推計され、都民の４人に１

人が高齢者となることが見込まれています。また、同時に、高齢者の一人暮らしや高

齢者のみ世帯が増加していくことも予測されています。 

多くの高齢者は可能な限り住み慣れた地域で暮らし続けることを望んでおり、その

ためには、住まい、生活支援、医療、介護、予防といったケアを地域で一体的に提供

していく「地域包括ケアシステム」の構築を推進していくことが重要です。 

高齢者が住み慣れた地域で尊厳を保持し、その人らしい生活を送ることができるよ

う、高齢者個人に対する支援の充実と、それを支える社会基盤の整備を行うための会

議体が「地域ケア会議」であり、地域包括ケアシステムを実現するための有効な手法

の一つです。 

地域ケア会議は、昨年３月に国が運営マニュアルを示し、今後、介護保険法（平成

９年法律第123 号）で制度的にも位置付けられる予定ですが、都内区市町村において

は、地域の実情に応じて様々な考え方や形式で開催されているのが現状です。 

地域包括ケアシステムを構築していくためには、区市町村や地域包括支援センター

が地域ケア会議の目的や機能を正しく理解し、地域の実情に応じて地域ケア会議を効

果的に開催していくことが求められています。 

そのため、都では、今年度、高齢者保健福祉施策推進委員会に地域ケア会議推進部

会を設置し、都内区市町村の地域ケア会議の開催状況等について調査するとともに、

東京にふさわしい地域ケア会議のあり方について、議論、検討し、区市町村が地域ケ

ア会議を開催する際の手引きとなるよう、この報告書をとりまとめました。また、地

域ケア会議推進部会にケアマネジメントの質の向上分科会を設置し、地域包括ケアシ

ステムの構築に向けたケアマネジメントの質の向上を図るため、介護支援専門員が地

域ケア会議で事例提出者となる場合に活用するシートを作成し、本報告書に掲載しま

した。 

本報告書を活用し、それぞれの地域で効果的な地域ケア会議が開催されることを願

ってやみません。 

 

平成２６年３月 

 

東京都福祉保健局 
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